
令和６年度京都府献血推進協議会 

 

 

１ 日 時  令和７年３月 17日（月） 14時～15時 30分 

 

２ 場 所  京都ガーデンパレス「祇園」 

 

３ 出席者   

委 員：井原常務委員、市田委員、稲田委員（代理）、岡本委員（代理）、上村委員

（代理）、鴨田委員（代理）、川口委員、川久保委員、佐久間委員（代理）、

白畑委員、髙橋委員、西川委員、堀池委員、前川委員（代理）、屋敷委員、

山田委員、吉越委員（代理） 

京都府赤十字血液センター：事業推進部長 

京都市：保健福祉局健康長寿のまち・京都推進室健康長寿企画課健康長寿担当課長 

京都府：健康福祉部理事薬務課長事務取扱、担当職員 

 

４ 内 容 

（１）報告事項 

京都府における血液事業の現況（堀池委員（京都府赤十字血液センター所長）） 

（２）協議事項 

令和７年度京都府献血推進計画について 

 

５ 主な意見 

○ 若年層の献血を増やす意味で 200ｍL献血を増やすことはできないのか。 

→ 医療機関の理解が必要であり、200ｍL献血を大幅に増やすことは困難。ただし、

高校生は 200ｍL 献血しかできないため、そのような血液が有効活用できるよう

医療機関に働きかけ、一定の使用量を確保しているところ。 

○ 普及啓発として、人の集まるイベントでの広報を強化してはどうか。 

→ これまでからイベントでの広報は重視しており、主催者との調整ができれば積

極的に啓発しているところであり、今後も積極的に実施していきたい。 

 

６ 令和７年度京都府献血推進計画について 

原案どおり 


